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概 要

研究を効率よく進めるためには，こまめに過程や考察をメモに残すことが重要であり，そ
のメモを指導者や共同研究者と共有することで円滑に研究が進む．西谷研究室ではGithub

を使い，プログラムの共有を行なってきた．しかし，Githubの共有だけでは研究の過程
や考察の細部までは共有できておらず，逐次ゼミ内で口頭にて共有する必要があった．そ
こで

1. メモを記事として投稿できるQiitaを使い情報共有を行う，また，

2. 投稿工程を容易にするシステムを開発する

ことを目的とした．
本研究で開発した qiita orgは

1. gemとして提供することにより，管理や配布が容易となる，

2. CLI builder gemsの一つである thorを使いコマンドのコーディングをすることで作
成が容易に行える，また，

3. Qiita:Teamを使用することで研究の情報を記事として保存，研究室内でのみの共有
が可能

となった．
qiita orgを研究過程に取り入れることで，情報共有が円滑になり研究が効率的になる．

西谷の大学院の講義で，受講生に試用してもらい改善点を issueあるいは pull requestで
吸い上げた．
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第1章 序論

1.1 研究の背景
西谷研では従来より，Githubを用いてコードの共有をしている．しかしそれでは，研

究の過程や結果，考察についてはゼミ内で口頭で説明する必要がある．口頭での説明よ
り，文字媒体で記録に残したほうが後で確認もできるうえ，書くことにより記憶に残りや
すく，文書が残ることで後続の研究にも役立つであろう．しかしその都度レポートを書き
PDF化するなどの手順を踏んでいては手間がかかり不便である．
そこで西谷研では，手軽に記事として文章を投稿でき，タグやタイトルが表示される

ため確認も容易なQiitaという情報共有サービスを使用することとした．そして文書の作
成，Qiitaへ投稿し情報を共有する工程を円滑に，さらにその全てがターミナル上で完結
できるようなシステムがあればいいのではないかと考えた．

1.2 研究の目標
先述したシステムを作成するにあたり，まず文書の作成には従来から西谷研で使い慣れて

いる emacs上のOrg-modeを使用することとした．しかし，Qiitaへの投稿ではMarkdown

形式で書かれた文書が必要である．したがって，Org-modeで作成した文書をMarkdown

形式の文書に変換する機能を作成しなければならない．
また，Qiitaとの通信をターミナル上だけで完結するためには，専用のコマンドを作成

する必要がある．
以上のことから，Org-mode文書をMarkdown文書に変換し，Qiitaとの通信を cuiで行

うためのRuby gem ’qiita org’を開発することを本研究の目標とした．
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第2章 手法

2.1 RubyGems

2.1.1 RubyGemsとは

RubyGems[1]はRuby用のパッケージ管理システムであり，’gem’と呼ばれるライブラ
リの配布用標準フォーマットを提供している．gemの管理が容易にでき，gemを配布する
ためのサーバ機能も持っている．本研究ではこの gemの形式で qiita orgを開発していく．

2.1.2 gemの使い方

gemの雛形を作成するにはbundlerを使用する．bundlerとは gemの依存関係やバージョ
ンの管理をするためのツールである [2]．bundlerは’gem install’コマンドでインストール
することができる．

> gem install bundler

’bundle’コマンドを用いて gemの雛形を作成する [3]．本研究で作成した’qiita org’を作
成する際は以下のように実行した．’-b’は実行可能なコマンドの雛形を，’-t’はテストコー
ド配置用のディレクトリとテスト実行用のヘルプも同時に作成するオプションである．

> bundle gem qiita_org -b -t

Creating gem ’qiita_org’...

MIT License enabled in config

create qiita_org/Gemfile

create qiita_org/lib/qiita_org.rb

create qiita_org/lib/qiita_org/version.rb

create qiita_org/qiita_org.gemspec

create qiita_org/Rakefile

create qiita_org/README.md

create qiita_org/bin/console

create qiita_org/bin/setup

create qiita_org/.gitignore

create qiita_org/.travis.yml

create qiita_org/.rspec

create qiita_org/spec/spec_helper.rb
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create qiita_org/spec/qiita_org_spec.rb

create qiita_org/LICENSE.txt

create qiita_org/exe/qiita_org

Initializing git repo in /Users/kentayamamoto/Github/qiita_org

Gem ’qiita_org’ was successfully created. For more information on making a RubyGem

visit https://bundler.io/guides/creating_gem.html

このファイル群の libの中にプログラムを作成していくことでコマンドができる．本研
究では’lib/qiita org/’ディレクトリに小分けしたプログラムを，’lib/qiita org.rb’にコマ
ンドを実行するための記述を thorを用いて行なった．

2.2 thor

コマンドの作成に使われる CLI builder gemsにはいくつかの種類があるが，その中で
も thorはダウンロード数が 2番目に多く，広く使われている [4]．そのため，本研究の根
幹では thorを用いてコマンドの管理をすることとした．
thor[5]とは Rubyのコマンドラインインターフェース (CLI)ツールの作成を支援する

gemである．thorクラスを継承し，メソッドを定義することで該当するメソッドがコマ
ンドになる．例えば入力した名前に対して挨拶するコマンドを作成するには以下のように
する．

require ’thor’

class CLITest < Thor

def initialize(*argv)

super(*argv)

end

desc "hello name", "Greeting to [name]"

def hello(*name)

name = (name[0] or "world")

puts "Hello #{name}."

end

end

CLITest.start(ARGV)

このプログラムを実行すると以下のように表示される．

> ruby thor_test.rb

Commands:

thor_test.rb hello name # Greeting to [name]

thor_test.rb help [COMMAND] # Describe available commands or one specific ..
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このようにコマンドがプログラム上のdesc(description)に記載した内容で表示され，Com-

mandsの説明通りに実行することでコマンドが使用できる．本研究ではこれを用いて，
qiita orgのコマンドを作成した．

2.3 QiitaとQiita:Team

本研究の目的のひとつは研究室内の情報共有を円滑に行うことである．今回はQiitaと
いう情報共有サービスを用いることとした．Qiitaとはプログラミングに関する知識を文
章や，シンタックスハイライトされたコードを記事として投稿できるプログラマのための
技術情報共有サービスである [6]. しかし，Qiitaは個人が記事を載せるサイトであり誰に
でも閲覧できるサイトである．限定共有投稿という公開されていない記事を作成すること
もできるが，共同体の中で記事を共有するには，投稿するたびにURLを知らせるなどし
なければならない．
そこで会社や組織等のメンバーで投稿をまとめる機能を持つ，Qiitaのサービス，Qiita:Te

am[7]やQiita Organization[8]を使用することを考えた．表 2.1にこの二つの違いをまとめ
た．Qiita:Teamは社内向けに利用するサービスであるが，Qiita Organizationは社外に向
けた自社の能力のアピールに利用する事が多い．その為，Qiita Organizationは１社につ
きひとつしか作れないが無料であり，Qiita:Teamは用途に合わせ有料で複数作成できる．
また，記事はQiita Organizationは通常のQiita同様全ユーザーが閲覧できる為，記事内
容に審査があり codingに関することのみであるが，Qiita:Teamは閲覧可能者は参加して
いるメンバーのみなので記事内容に審査がなく議事録や日報にも使用できる．

表 2.1: Qiita:TeamとQiita Organizationの違い．

Qiita:Team Qiita Organization

料金 有料 (1,490˜) 無料
閲覧者 メンバーのみ 全ユーザー
記事内容 なんでも codingに関すること
作成時の審査 なし あり
その他 1社につき複数作成可 1社につきひとつ

研究室で使用するためには，

• ゼミの議事録など coding以外の記事を扱いたい

• 個人情報やセキュリティ上の問題で非公開が望ましい

主に上記のような条件がある．Qiita Organizationは純粋に会社や組織の coding能力を
アピールするために使うことが多く，基本は Qiitaと同様公開された記事で構成されて
いるため，研究室内の情報を共有するには秘匿性がなく不向きである．そこで，今回は
Qiita:Teamを西谷研究室の情報共有のために使用することとした．
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2.4 Qiita API

Qiitaとの通信を行うにはQiitaが提供しているAPIを使用する．Qiita APIはQiitaの
提供しているサービスからデータを取得，投稿したり，ストックなどの操作のできるWeb

APIである．本研究ではQiita API v2ドキュメント [9]を参考にコマンドを作成した．

2.5 ox-qmd

2.5.1 ox-qmdとは

ox-qmdとは’0x60df’という方が作成した Org-modeのテキストを Qiita準拠のMark-

downに変換する emacs上のパッケージである [10]．前提として，Qiitaへ記事を投稿する
ためにはMarkdownの形式でテキストを用意する必要がある．本研究では emacsのOrg-

modeを使用するためこれをMarkdown形式に変換する必要があった．Org-modeのテキ
ストをMarkdownに変換する方法として代表的なものは，

• emacs Org-mode標準組み込みのMarkdown変換機能，

• 多様なフォーマット間の変換を行うツールの’pandoc’[12][13]，

などがある．しかし，これらの方法でMarkdownへの変換を行うと標準の規格に準拠し
たMarkdownが生成される．これではQiitaに投稿するためのMarkdownとしては少し不
十分であった．例えば，

• Qiitaにはサイト上で目次が生成されるため，Markdownテキスト上に目次を生成す
る必要がない，

• コードの表示部分の文頭にスペースが置かれることで，Qiita上でコードのシンタッ
クスハイライトが効かない，

などの問題があり，Qiitaで綺麗な記事として表示できない．そこで今回はQiita投稿用
のMarkdown変換を主目的としている ox-qmdを使用することとした．

2.5.2 使用方法

0x60df氏のGithub[11]に ox-qmd.elというプログラムが公開されている．このプログ
ラムを取得し使用する．emacs上で使用できるようにするには以下のことを行う．

• ox-qmd.elを emacsの設定ファイル (.emacsや.emacs.dなど)ディレクトリに用意する

• init.elなどの設定プログラムに ox-qmdのパスを通す

例えば.emacs.dの中に init.elなどがある場合は，ox-qmdといったディレクトリを作成し，
そこに ox-qmd.elを用意する．そして init.elにパスを通す．init.el内に
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(setq load-path (cons "~/.emacs.d/ox-qmd" load-path))

(require ’ox-qmd)

と記載する．これらを行うことで，Org-mode標準の export用メニューから実行できるよ
うになる．コマンドは’Ctrl-c, Ctrl-e, 9, 9’とすれば，Org-modeのテキストからMarkdown

が生成される．
本研究ではこのように手動で実行するのではなく，batchで外部から ox-qmd.elを呼び

出すことで，Org-modeのテキストを変換し使用する．
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第3章 各コマンドの設計と考察

3.1 post

postコマンドは作成したOrg-modeのテキストをQiitaに投稿するためのコマンドであ
る．コマンドを実行することで，作成したテキストをQiita投稿用のMarkdownに変換し，
投稿する．また投稿先を公開投稿や限定投稿，QiitaTeamから選択しそこへ投稿すること
が目的である．
Terminalでコマンドを実行してからQiitaへ投稿する流れは図 3.1に示す．

図 3.1: 投稿の流れ.

それぞれ，ターミナル，設定ファイル，Org-mode，Markdown，Qiitaが役割を持ち，そ
の間を post.rbが橋渡しをしている．ターミナルでコマンドを呼び出し，post.rbが実行さ
れるとまず記事の元データであるOrg-mode内のヘッダーからTitleや tagなどの情報を，
設定ファイルからは，Qiitaへアクセスするための設定情報を取得する．次に ox-qmdを実
行しOrg-modeテキストをMarkdown形式に変換を行う．生成されたMarkdownテキスト
に’pwd’をターミナルで実行することで取得した，カレントディレクトリのPATHを書き
込み，その後本文情報として post.rb内に取得する．これまでに取得した情報を JSON形
式にまとめQiita APIを用いてQiitaとの通信を実行．通信のレスポンスを受け取り，そ
の中から記事 IDはOrg-modeテキストに書き込み，URL情報を使い投稿後のWebペー
ジを表示する．その後ターミナルにレスポンス情報を表示して終了する．
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以下に詳しいプログラムの内容を示す．

3.1.1 コマンドの引数

コマンドの引数には，投稿するOrg-modeのテキストファイル名と投稿先を指定するオ
プションを入力する．ファイル名を’src’，投稿先を’option’として postコマンドのプログ
ラムで使用する．
また，thorで受け取ったターミナルからの入力を整理し，拡張子’.org’でファイルを個

別に識別，順次 postコマンドを実行する関数’get multiple files’を用意することで，アス
タリスクなどを用いた複数のファイルの投稿にも対応できるようにしてある．

3.1.2 ファイルの読み込み

Org-modeテキストの読み込みには，Rubyに用意されている’File’クラスを用いる．ファ
イルを読み出すには

conts = File.read(src)

とし，’conts’にOrg-modeテキストの内容を保存している．

3.1.3 TitleとTagの取得

Qiitaへの投稿にはタイトルとタグが必要である．これがなければAPIを使い投稿した
際に’Bad request’や’Forbidden’などのエラーが起き投稿できなくなる．
タイトルとタグの情報取得には正規表現を用いる．’qiita org’のテンプレートとしてヘッ

ダーにタイトルとタグを表記する場所を用意しているのでその文章を正規表現でプログ
ラムで読み出す．

conts.match(/\#\+(TITLE|title|Title): (.+)/)

conts.match(/\#\+(TAG|tag|Tag|tags|TAGS|Tags): (.+)/)

’(.+)’の部分にOrgテキストに記入した情報が取得でき，これを整理し，変数’title’, ’tags’

と保存する．

3.1.4 Markdownへの変換

Markdownへの変換には ox-qmdを用いる．ox-qmdを batchで外部から呼び出し，Org

テキストをMarkdownテキストに変換する．ox-qmd呼び出しのコマンド実行には’com-

mand line’という gemを用いて実行，実行時のレスポンスを受け取るようにした．

command = "emacs #{src} --batch -l #{ox_qmd_load_path} -f

org-qmd-export-to-markdown --kill"

res = command_line command
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’src’にはファイル名，’ox qmd load path’には設定ファイルから読み取った ox-qmd.elの
場所が入る．

3.1.5 Markdownテキストの編集

どこのOrgテキストから投稿したのかは，時間が経てば忘れてしまうことがある．そこで，
Qiitaの記事上でどのディレクトリに元テキストがあるかを確認出来るように，Markdown

テキストの最後の行に元ファイルの PATHを記述する．プログラムは

lines = File.readlines(src.gsub(".org", ".md"))

path = Dir.pwd.gsub(ENV["HOME"], "~")

lines << "\n\n------\n - **source** #{path}/#{src}\n"

としており，保存した元ファイル名の拡張子を’.md’とし，Markdownテキストを行ごと
に配列で読み込む．そしてその配列の一番後ろに元ファイルの PATHを追加している．

3.1.6 投稿方法の確認

Qiita APIの記事送信方法には新規記事作成と更新の 2種類がある．ここではOrgテキ
ストから ID情報があるかどうかを確認し，新規作成と更新を設定している．
Orgテキスト内に記事の IDの記載があるかを正規表現で確認し，ある場合は更新を選

択する．

m = []

if m = conts.match(/\#\+qiita_#{option}: (.+)/)

qiita_id = m[1]

patch = true

else

qiita_id = ""

end

patchの真か偽を設定することで更新か新規投稿かを設定する．
また，Qiitaサイト上で限定共有投稿の記事を公開投稿記事に変更する場合がある．こ

のとき’qiita org’を使い，投稿するとOrgテキスト上には限定共有記事の IDしか記載さ
れていないため，公開記事は無いとエラーでコマンドが終了するか，同じ内容の記事が新
しく投稿されてしまう．この事例を防ぐため，入力された’option’が限定記事であるなら，
一度Qiitaにアクセスし，公開記事に変更されていないかを確認するようにしている．

3.1.7 Qiitaへの送信

Qiitaへの送信には rubyのNet:HTTPライブラリとQiita APIをを用い，今までに取得
した投稿用の情報，Markdownテキストを本文とし送信する．
投稿のためのURLはAPIドキュメントから’https://qiita.com/api/v2/items’と設定し，

設定ファイルから取得したQiitaアクセストークンを入れ投稿する．
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3.1.8 記事 IDの書き込みとMarkdownテキストの削除

Qiitaの記事には個別に IDが付いている．これをOrgテキスト編集後，投稿しても新
規に記事を作成せず記事を更新できるように，Orgテキストに記述する．IDはQiitaへ送
信した後のレスポンス情報から抜き出し変数に保存している．記事の投稿が更新であれば
この作業は行わない．
また，ox-qmdで作成したMarkdownテキストが残っていると，Orgテキストを編集し投

稿した際に，文法が間違っているなどのエラーで，Markdownの生成が行われなかった場
合でも投稿ができてしまう．これが起こらないように postプログラムの最後でMarkdown

テキストを削除する．

3.1.9 結果と改善案

このコマンドを使うことで，ターミナル上のみで，Qiitaへの投稿が可能になった．し
たがって，本研究の目的である，’Org-modeのテキストをQiitaへ投稿する’は達成して
いると言えるだろう．
しかし，コマンド実行後ターミナル上に表示される投稿に関する情報が図 3.2 にあるよ

うに user情報が少し見辛い形となっている．

図 3.2: postコマンドの実行レスポンス．

今後の課題としては，この user情報を整理して表示，例えば’permanent id’などの通常
使用者が気にしない情報は表示しないなどがある．
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3.2 upload

Qiita上に図等の画像を挿入するためには，サイト上にてドラック&ドロップを行いURL

を発行する必要がある．Org-modeの記法で図を挿入するだけでは postコマンドを実行し
た際にURLは発行されず，Qiitaサイト上に表示されない．uploadコマンドではこの問
題を解決するべく，postとは別のコマンドとして，サイトに画像情報を送信し，サイト上
に図の表示を，Org-modeテキスト上にはサイトからURLを取得し記載を行えるように
することが目的である．
目的を達成するため私は 2種類の方法を検討した．

1. Seleniumを使い完全自動で画像を投稿．

2. 画像をQiitaにドラッグ&ドロップする部分だけ手動にする．

結論としては，2案の’手動を組み合わせた手法’を採用した．採用理由としては総実行時
間を比較したところ，2案の方が短いためである．以下にそれぞれの手法の詳細と比較を
記す．

3.2.1 Selenium

SeleniumとはWebアプリケーションのテストを自動化するために開発されたツールで
ある [14][15]. 現在はテスト以外にもタスクの自動化やWebサイトのクローリングなどの
様々な用途で利用されている．
Seleniumを用いると，人がWebブラウザ上で行う作業のほとんどをプログラムで指定

することで実行することができる．今回は一つ目の手法として Seleniumを使い Google

Chromeを動かすことでQiitaへ画像を投稿を行なった．
Seleniumを用いた自動で画像を投稿する流れは図 3.3に示す．

図 3.3: Seleniumを用いた画像投稿の流れ．
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SeleniumではWebブラウザのボタンの位置や要素の属性を指定することで目的の行動を
行うことができる．ボタンの位置はChromeの開発者ツールを開き (MacではCtrl+option+i

で開く)，HTMLを見ることで確認できる．以下は Seleniumを用いてQiitaへ画像を挿入
するプログラムの例である．

require "selenium-webdriver"

#Chrome用のドライバの設定
driver = Selenium::WebDriver.fo :chrome

#Qiitaの記事編集画面にアクセス
driver.get "https://qiita.com/drafts/REPORT_ID/edit"

sleep 3

#Qiitaのアカウントに Githubアカウントでログイン
element = driver.find_element(:class, "fa-github")

element.click

sleep 3

#アカウント情報の送信,ログインボタンのクリック
element = driver.find_element(:name, "login")

element.send_keys "your github name"

element = driver.find_element(:name, "password")

element.send_keys "your github password"

element = driver.find_element(:name, "commit")

element.submit

sleep 3

#画像の PATHの送信
element = driver.find_element(:xpath, "/html/body/div[1]/div[3]/div/div[3]/

div/div[1]/div[1]/div[2]/div[1]/div/input")

element.send_keys "画像の PATH"

sleep 5

#更新ボタンのクリック
element = driver.find_element(:class, "e9bkwgs1")

element.click

sleep 15 #15秒後 Driverを終了．

このプログラムはQiita編集画面を開き，QiitaへGithubアカウントを用いてログイン．
その後画像の PATHを送信することで画像を投稿，URLの発行を行なっている．

14



uploadコマンドとして利用するためには，上記のようなプログラムでURLを発行，Qiita

APIを用いて本文情報を取得しその中からURLを抜き出しOrgテキストに記述．その後，
postコマンドを用いることで意図した位置に画像を挿入するようにした．

3.2.2 cuiとguiの組み合わせ

次に多少の手作業が発生してもドラッグ&ドロップ程度の作業であれば苦にならないの
ではないかと考えた．そのため二つ目の手法として，プログラムで画像の保存してある
フォルダとQiitaの記事ページを表示して，画像をドラッグ&ドロップする部分だけは手
作業で行うこととした．
図 3.4にドラッグ&ドロップ作業を手動で行う画像投稿の流れを示す．

図 3.4: 手動部分を含む画像投稿の流れ．

プログラムの流れとしては，目的のOrgテキストから記事の ID情報と画像のPATHを
取得．この二つの情報からターミナルの’open’コマンドを実行．デスクトップ上に画像の
フォルダとQiitaのWebページを表示する．ここで一旦手作業の部分を行い，再度ターミ
ナルに戻った際に続きを開始するようにしている．

3.2.3 upload手法の比較

今回とった手法のそれぞれの利点と欠点は表 3.1に示す．表 3.1にあるように，Selenium

を用いると自動で画面が遷移するのを眺める時間が発生し，実行時間が長くなり大幅に作
業効率が悪くなる．手動を組み合わせた手法の方は画面を眺める時間の中で作業を終わら
せることができる．
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表 3.1: 二手法の利点と欠点.

Selenium cui+gui

利点 完全自動でテキストの文法が 一部手動で行うことで
あっていればミスがない． 作業時間が速い．
Webの待機時間を指定している ドラッグするファイルを

欠点 ため完了までに時間がかかる． 間違えるなどのミスが
発生する場合がある．

Seleniumは完全に自動で行えることは大きな利点ではあるが，コマンドの総実行時間
を考慮し，今回は cuiと guiを組み合わせた手法を uploadコマンドとして採用した．
今後 Seleniumのように完全自動で行える，かつ実行時間が高速な手段を模索し実装す

ることが課題となるだろう．

3.3 config

設定ファイルを使用者が各自手動で作成すると，手間もかかる上予期せぬエラーが起こ
ることがある．そこで configコマンドでは’qiita org’を使用するのに必要な設定ファイル
を比較的簡単にコマンドを実行することで設定できるようにすることを目的とした．

3.3.1 設定ファイルの雛形と処理方法

人にも見やすくかつプログラムで呼び出しやすい形にするために，JSON形式で設定を
書き込むこととした．
設定ファイルの雛形は以下に示す．

{

"name": "",

"email": "",

"access_token": "",

"teams_url": "",

"display": "open",

}

Ruby標準ライブラリの JSONモジュールを用い設定ファイルへの書き込みや読み出し
を行なった．

require ’json’

items = JSON.load("設定ファイルの PATH")
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上記のように JSON形式のファイルパスを使いファイルを読み出す．これにより items

に入った情報の keyを指定することでそれに対応した値を変更することができる．例え
ば，’items[”name”]’と指定すれば,nameの値を変更できる．
これを用いてコマンド呼び出しの際に，keyを指定し設定ファイルの変更を行なった．
変更後のファイル書き出しについては下記に示す．

conts = JSON.pretty_generate(items)

File.write("設定ファイルの PATH", conts)

itemsを’pretty generate’を用いることで，改行やインデント整え，その後ファイルへ書
き込みを行なっている．

3.4 template

’qiita org’ではQiitaに投稿するために様々なヘッダーを使用している．例えば

• 記事のタイトル

• 記事の著者

• Qiitaに表示するタグ情報

• Twitterに投稿をするかどうか

などである．このヘッダーの書き方をを全て覚えて記事を作成するたびに自ら書き込むの
は困難である．そこでこの templateコマンドでは，これらを記載したテンプレートテキ
ストを容易に作成することを目的とした．

3.4.1 用意されるテンプレートの内容

ヘッダーの雛形は以下に示す．

#+OPTIONS: ^:{}

#+STARTUP: indent nolineimages

#+TITLE: title

#+AUTHOR: Your Name

#+EMAIL: (concat "hogehoge@example.com")

#+LANGUAGE: jp

#+OPTIONS: toc:nil

#+TAG: hoge, hoge2

#+TWITTER: off
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この雛形が書かれたファイル’template.org’を’qiita org’内に用意し，コマンドが実行され
るとこのファイルを呼び出されたディレクトリにコピーする．
また，Qiitaの記事には自分の作業している環境を書くことが多いため，雛形をコピー

する際に環境を書き込むこととした．
環境の表示には’Shields IO’[16][17]を使用する．’Shields IO’を使うことでバッジの画像

が取得できる．Qiita記事上で使用するには，

![<LABEL>-<MESSAGE>](https://img.shields.io/badge/<LABEL>-<MESSAGE>-<COLOR>)

と表記する．本研究では’LABEL’に環境の名前，’MESSAGE’にはバージョン情報を表示
させ使用した．サイト上には図 3.5のように表示される．

図 3.5: Qiita上での環境表示の例．

環境情報は，ターミナルでコマンドを実行することで取得する．例えばMacOSであ
れば，

system "sw_vers > ver_info.txt"

とプログラムで実行することでテキストファイルにバージョン情報を記載し，その中から
正規表現で目的の情報を取得している．

3.4.2 環境記載についての改善案

現在テンプレート取得時に書き込むことのできる環境情報は，’MacOS’, ’Ubuntu’, ’Ruby’

のバージョンだけである．西谷研ではRubyを主に用いるため現状はこの形になっている
が，Qiitaに書き込む記事の内容をこのバージョンだけでカバーはできない．今後は多様
な内容の記事に対応できるように記載できる環境情報を増やしていく必要があるだろう．
しかし，各環境ごとに関数を作成していてはプログラムが大きくなってしまう．そのため
単に内容を増やすだけでなく，プログラムの方法も模索する必要がある．

3.5 listとget

listコマンドは自分の投稿した記事のタイトルやURLなどの情報をターミナルに表示
させることを，getコマンドはQiita上の記事をディレクトリ内にOrgテキストとして保
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存することを目的とした．Qiitaに投稿した元のOrgテキストの場所を忘れた際や，Qiita

上の記事をOrgテキストとして保存したい場合に，役立つであろう．

3.5.1 記事取得の手法

listコマンドはQiitaにアクセスすることで，最新から 100件までの記事の情報を取得
しターミナル上に表示する．表示される内容は，タイトルと記事のURL，元Orgファイ
ルの PATHである．
また，getコマンドには以下の 2種類の動作がある．

• 自分の記事一覧から選択したものの取得

• 指定した IDの記事のみを取得

まず，自分の記事一覧から取得する記事を選択し取得する流れを図 3.6に示す．

図 3.6: 複数の記事の中から取得する記事を選択する流れ．

コマンドを実行すると，get.rbが設定ファイルよりQiitaへのアクセスに必要な情報を
取得する．その後，自分の記事の一覧情報をQiitaからQiita APIで受け取り，最新より
タイトルをひとつずつ表示し，ディレクトリ内に保存するかどうかをターミナルから入
力する．保存する場合はその記事にアクセスし，取得した本文情報からMarkdownの生
成を行う．その後 pandocでMarkdownをOrg-mode形式に変換したのち，不要になった
Markdownテキストの削除を行い，生成完了メッセージをターミナルに表示している．こ
の後，ターミナルで終了指示を行うまで取得した全ての記事について，同じ動作を繰り
返す．
この取得記事を選択する場合と listコマンドの動きは図 3.6のループ前までが共通して

おり，ループに入る前にターミナル上に一覧を表示をし終了するか，一覧の表示を行わ
ず，ループに入り先述の手順を行うかの違いである．
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また，IDを指定した場合は，一覧を取得せずに IDの情報から直接記事にアクセスし，
その記事を取得している．

3.5.2 コマンドの利点と改善案

このコマンドをQiita::Teamの記事に対して実行すると自分の記事だけでなく，参加し
ているメンバーの記事も一覧として取得できる．ターミナル上で記事の概要の確認を行え
ることや，Org-modeのテキストとして保存できるようになり，記事の確認を行いやすく
なり，より情報共有が円滑になった．
しかし，Githubの issueで指摘を受けたように，Qiita APIの仕様上記事の取得は最新

から 100件しか取得できない．つまり，自分の記事の探索をする際に目的の記事が 101件
目であれば，ターミナル上で見つけ出すことができない．
探したい記事があればその記事のタイトルなどは断片的になら覚えているだろう．そこ

で今後は’–title’や’–tag’などのオプションをつけ，単語を指定することで，より早く目的
の記事を表示できるようにすることが課題である．

3.6 all

投稿した記事が複数ある場合それをひとつずつ投稿するのは，手間もかかり時間の無駄
だ．そこで allコマンドはディレクトリ内全てのOrgテキストを一括で投稿するために作
成した．

3.6.1 プログラムと仕様について

allコマンドのプログラムは以下のようである．

files = Dir.glob(".org")

p files

files.each do |file|

unless mode

puts file.blue

if File.read(file).match(/#\+qiita_(.+)/)

system ("qiitapost #{file} open") if File.read(file).match

(/#\+(.+)_public/)

system ("qiita post #{file} teams") if File.read(file).match

(/#\+(.+)_teams/)

system ("qiita post #{file} private") if File.read(file).match

(/#\+(.+)_private/)

else

system ("qiita post #{file}")
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end

else

puts "qiita post #{file} #{mode}".blue

system "qiita post #{file} #{mode}"

end

allコマンドでは投稿先を指定すれば指定先だけに，指定がなければ，Orgテキストか
ら正規表現で ID情報を読み出し記事を更新，IDの記載がない新規投稿であれば限定記事
として投稿する形をとった．
また，投稿したくないファイルがディレクトリ内に存在する場合を考慮し，’–exclude’

とオプションをつけファイル名を指定するとそのファイルは除外して投稿するようにした．

3.6.2 all実行時の問題

ディレクトリ内のすべてのファイルが正しく書けているとは限らない．現状では，all

コマンド実行時に１つでもエラーが出るとそこでエラー文を表示しコマンドが終了して
しまい，それ以降のファイルが投稿されない．今後はエラーが出た場合コマンドが終了す
るのではなく，最後まで実行し一番最後にエラーの出たファイルについての情報をターミ
ナルに表示するようにプログラムを変更することが課題となるだろう．
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第4章 Githubによる issueおよびpull

request

Githubにはユーザフィードバックの収集やバグの報告を行うことのできる issueや pull

requestという機能がある [18][19]．本研究では作成した qiita orgを西谷の大学院の授業の
受講生に試用してもらい，issueや pull requestを収集し，qiita orgの改善を行なった．

4.1 issue

qiita orgへの issueは合計で 14個あった．以下は実際にきた issueの一部である．

• バグの報告．

• QiitaのTwitter連携をコマンドでも使用できるようにしてほしい．

• qiita org内の gemsディレクトリの必要性．

• allコマンドの仕様変更案とオプション追加案．

上記のような意見を受け取り，機能の修正や追加を行った一部を以下の節に示す．

4.1.1 TwitterとQiitaを紐づけし共有する

QiitaではTwitterアカウントと連携しておくことで，記事を投稿するとTweetとして
記事をアップする機能がある．この機能を生かすために qiita orgを使い投稿した内容も
Twitterで表示できるようにしてほしいと issueを受けた [20]．
機能の追加のために行ったことは以下である．

• 記事テンプレートのヘッダーにTwitterに関する記載を追加

• post時に送信する JSON情報にTwitterに関するオプションの追加

まず，記事テンプレートに’#+Twitter’と情報を記載した．記載することでこの文をプ
ログラムで処理し実際にQiitaへ送信する情報を決めることにした．Qiita APIドキュメ
ントによるとTwitterに投稿するかはAPIで送信する JSON情報に’tweet’項目を追加す
ることでできるとあった．Twitterに投稿するには

"tweet": true
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と JSON情報を追加すればできる．post内での処理は以下のような関数を作成し行った．

def select_twitter(conts, option)

m = []

twitter = false

if option == "public"

m = conts.match(/\#\+(twitter|Twitter|TWITTER): (.+)/)

if m[2] == ’on’ || m[2] == ’On’ || m[2] == ’ON’

twitter = true

else

twitter = false

end

end

twitter

return twitter

end

この関数では，Org-modeテキストのヘッダーから’#+Twitter’の記載を正規表現で取得
し，内容が’On’であれば trueに，’Off’なら falseとしている．送信する JSONに識別した
情報を記載することで，この issueで受けた，Twitterとの連携を行えるようにした．

4.1.2 qiita org内のgemsディレクトリについて

qiita orgの中には gemsディレクトリが存在していた．このディレクトリは qiita orgで
関連している他の gemについての記載がされているが，このディレクトリがあることで
以下のような問題が起こる可能性があると指摘を受けた [21]．

• 開発している他の gemと開発環境が混同する

• 関連する gemが変更された場合変更が追えない

• 作成している gemのデータが想定以上に大きくなる

大抵の場合この gemsディレクトリは意図せず追加され上記のような問題が起こる．複数
の gemを開発している人であればなお起こりやすい．
一般的には開発環境の中で使用する gemは，rbenvや bundlerで管理しており，関連す

る gemはここに PATHを通し使う．qiita orgではファイル群の中に’.bundle’というもの
があり，この configに

BUNDLE_PATH: "gems"

と記載されていたため，gemsディレクトリから関連する gem を使用していたので，結果
的に gemsディレクトリが必要となっていた．
本研究ではこの gemsディレクトリは意図せず追加されていたディレクトリであったた

め，これを削除することにした．
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しかし，単純に問題になっている gemsディレクトリを削除するだけでは’.bundle’で
PATHを指定しているにも関わらず，gemsディレクトリがなくなるので，関連 gemが使
えず，コマンドが動かなくなる．そのため，’.bundle’を削除した後，gemsディレクトリ
を削除することでこの問題を解決した．

4.1.3 未解決の issueについて.

解決していない issueとしては

• post実行後更新であっても新しくブラウザのタブが開かれる [22]

• listコマンドで記事を検索できるようにする [23]

などがある．
新しくブラウザのタブが開かれる問題は，MacOS以外のOSでこの問題が起きている．

MacOSの場合 SafariでWebページがもともと表示されていればページの更新を行うだけ
で新規にタブが開かれることはない．しかしWindowsや Linuxだとデフォルトのブラウ
ザが違うためこの問題が起きていた．この問題が起きていると確認できているブラウザは
Firefox，Chrome，Microsoft Edge である．設定ファイルに投稿後，ブラウザを開くかど
うかを指定する欄を設けることで解決を図った．

> qiita config global display ’suppress’

と実行すると

"display": "suppress"

と設定ファイルに書き込まれ，投稿後のWebページ表示を抑制できる．しかし，投稿後
しっかり投稿できているか確認するためにもWebページが表示されることは重要である
と考える．今後はプログラムで新たなタブが開かないようにする方法を模索・実装する必
要がある．
また，listコマンドは 3章 5節 2項に示したように，’–tag’などのオプションを追加する

ことで検索を可能にすることで解決することができるだろう．

4.2 pull request

qiita orgには 9個の pull requestがあり，内 7個は西谷からである．9個全てを採用し
ている．西谷以外の pull requestは

• templateコマンドの仕様変更案 [24]

• Twitter投稿に関する関数のバグ修正 [25]

である．以下にこの 2つの pull requestについて示す．
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4.2.1 templateコマンドの仕様変更

templateコマンドは実行すると，実行したディレクトリ内に’template.org’ という記事
投稿用のテンプレートが用意される．もし実行時にディレクトリ内に’template.org’が存
在していた場合，重複して作成は行われず終了するようになっていた．
コマンドを実行するたびにファイル名を変更するのは不便であると，コマンド実行時に

ファイル名を指定することができるように，変更した pull requestがあった．
この案を採用したが，拡張子’.org’を記載しない形でのみ実行できるようになっていた．

しかし，’mv’などでファイル名を変更する際は拡張子を書くことから，拡張子があって
もコマンドを実行できるようにするべきと考え，拡張子をつけてもつけなくても実行でき
るように変更した．

4.2.2 Twitter投稿のバグについて

issueでの意見を元に私が作成したTwitter投稿用の情報を取得する関数では，Org-mode

テキスト内に’#+twitter’が無いと異常終了するようになっていた．
この問題を解決した上で，関数を綺麗に整理した pull requestだったのでこれを採用し

た．プログラムは

def select_twitter(conts, option)

option == "public" && conts.match?(/^\#\+twitter:\s*on$/i)

end

となっており，元々12行使い書いていた関数が 1行で収められている上に，バグが修正さ
れている．このようなコーディングの方法があると知ることができ，大きな学びとなった．

4.3 issueとpull requestの重要性
本研究で私は issueと pull requestにより多くの学びを得た．issueでは見つけることの

できなかったバグや改善案をもらうことにより qiita orgの向上に，pull requestではプロ
グラムに関する新たな知識やコーディングのテクニックを学ぶことができた．
今後はより多くのユーザに qiita orgを使用してもらうことで，意見を吸い上げ，改善

することで qiita orgがより使いやすい gemに成長することができると考える．

25



第5章 総括

本研究で作成した’qiita org’を研究室に取り入れ，記事の作成から投稿を日常的にター
ミナルを用いて行うことで，研究のメモを効率よく残せるようになっただけでなく，プ
ログラマの必須技能であるターミナル操作能力の向上につなげることができた．そして，
Qiita:Teamを使用することにより研究室内の情報共有がより円滑になり，自らの，また
は後続の研究の手助けとなるシステムを作ることができたと考える．
今回の研究では，今まで時間がかかっていた細かな部分の情報共有を記事として文字媒

体で残すことで効率化することができた．今後も研究室内でこのシステムを使い，研究の
手順，成功や失敗の記憶を残していくことで，再利用性・汎用性の高い情報を集約できる
環境を作ることができると考える．
このシステムは，日々得られる経験や技術を記事として周囲と共有することで，お互い

の技術向上につながる環境作成に利用して頂きたい．そして，未来のより良い研究につな
がるよう多くの共同体に取り入れてもらえることを期待している．
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付録

以下に’qiita org’のインストールから設定，コマンドの使い方を解説したQiitaの記事
を添付しておく [26]．

使用方法

インストール

terminalにて，gemを使うことでインストールすることができる．

> gem install qiita_org

インストール後，動作確認を行う.

> qiita

Commands:

qiita all [teams/public/private] [options] # post all org files in the d...

qiita config [global/local] [option] [input] # set config

qiita get [qiita/teams] [ITEM_ID] # get qiita report

qiita help [COMMAND] # Describe available commands...

qiita list [qiita/teams] # view qiita report list

qiita post [FILE] [private/public/teams] # post to qiita from org

qiita say_hello # say_hello

qiita template # make template.org

qiita upload [FILE] [teams/public/private] # upload about image to qiita

qiita version # show version

このようにコマンド一覧が表示されていれば,インストール完了である．

設定方法

Qiitaへ記事を投稿するには qiita orgのインストールだけでなく，コマンドで設定ファ
イルを作成し，以下のような設定をする必要がある．

• pandocのインストール．

• 名前，emailアドレスの登録．
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• Qiitaのアクセストークンを取得して登録.

• Qiita:TeamのURLを登録（所属するTeamがある場合）.

まず,pandocというmarkdownのテキストをOrg-modeのテキストに変換するパッケー
ジを使用しているので，これをインストールする．

//macの場合//

> brew install pandoc

//ubuntuの場合//

> sudo apt update

> sudo apt install pandoc

次に設定ファイルをHOMEディレクトリに作成する．

> qiita config global

もう一度同じように実行し，コピーされた設定ファイルの雛形を確認する．

> qiita config global

/Users/kentayamamoto/Github/yamatoken/.qiita.conf

"name": ""

"email": ""

"access_token": ""

"teams_url": ""

"display": "open"

"ox_qmd_load_path": "~/.emacs.d/site_lisp/ox-qmd"

次に，名前と emailアドレスの登録を行う．

> qiita config global name ’Your Name’

> qiita config global name ’your_email@example.com’

アクセストークンはQiitaのサイトで発行する必要がある．
Qiitaのwebサイト上で図 1のように操作し，必要な「スコープ」にチェックを入れ発行

する．ページを移動すると個人用のアクセストークン欄に発行されたアクセストークンが
表示される．これをコピーし以下のように実行する．

> qiita config global access_token ’コピーしたアクセストークン’

最後に，Qiita:Taemに所属いているのではれば，

> qiita config global teams_url ’https://hoge.qiita.com/’
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図 1: アクセストークンの発行方法．

と実行し登録する．
また，複数のTeamに所属している場合や，ディレクトリごとにメールアドレスを設定

したい場合があれば localの設定ファイルを指定できる．設定ファイルを作りたいディレ
クトリにて，

> qiita config local set

と実行し，その後は上記の設定と同様に書き込んでいくことで localの投稿設定ができる．

コマンドの使用方法

post

Qiitaへ記事を投稿するためのコマンドである．
コマンドは’qiita post [投稿したい file] [option]’.

例えば，hoge.orgというファイルを公開記事として投稿するには以下のように実行する．

> qiita post hoge.org public

optionには’public’,’private’,’teams’があり，それぞれ公開記事，限定共有記事，Qiita:Team

への投稿を表している．
また，すでに投稿済みの記事でOrg-modeテキスト上に記事の IDが記載されているも

のに関しては，optionを省略することができ，一番上に記載されている IDへ投稿される．
アスタリスクや xargsなどを用いた複数のファイルの投稿にも対応しており，

> qiita post hoge*.org private

> ls -1 hoge*.org | xargs qiita post

などと実行すると hogeとついたファイルを一度に投稿することができる．
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upload

Org-modeテキスト上に記載された図や写真をQiitaに表示させるためのコマンドである．
コマンドは’qiita upload [投稿したい file] [option]’

optionについては postコマンドと同様である．
コマンドを実行すると，投稿されたQiitaのWebページと図や写真が保存されている

フォルダが図 2のように表示される．

図 2: upload実行時にの様子．

Webページ上に表示されている’編集する’をクリックし，編集画面に移動する．
移動後，図 3のように記事上の目的の場所にフォルダからファイルをドラッグ&ドロッ

プする．URLが発行できたら．元々あった imageを表示するための行を消し，ページ下
部の更新ボタンを押し記事を更新する．

図 3: 画像のURLを発行する方法．

上記の作業を終えた後，ターミナル上に

Overwrite file URL’s on test2.org? (y/n)

と表示されているので，’y’を押すとOrg-modeテキスト上にURLが記載され，これ以降
記事を投稿した際 uploadを行わなくても表示するようにできる．
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template

Qiita投稿用のヘッダーが記載されたOrg-modeテキストテンプレートを取得するため
のコマンドである．
コマンドは’qiita template [ファイル名]’.

実行すると，OS情報やRubyのバージョンを記載するか聞かれる. ’y’を入力で記載，’n’
で記載しないことを指定できる．
ファイル名を指定すれば，そのファイル名通りのOrg-modeテキストが作成される．指

定しなければ’template.org’が作成される．

get

コマンドを実行したディレクトリ内にQiita上の記事をOrg-modeテキストとして保存
するためのコマンドである．
コマンドは’qiita get [qiita/teams] [記事の ID]’.

optionは qiitaか teamsで，それぞれQiita上の記事，Qiita:Team上の記事の取得を指
定できる．
記事の IDを指定すれば，その ID通りの記事が取得できる．
IDとはQiitaのWebページURLの一番最後に記載されている文字列のことである．
例えば，’https://qiita.com/yamatoken/private/hogehogehoge’の’hogehogehoge’の部分

のことである．
IDの指定がなければ，optionで指定した方の記事のタイトルを順次表示し，取得する

かしないかを選択できる．’y’が取得，’n’は次へ,’e’は終了を表している．
取得した記事は’id.org’としてディレクトリ内に作成される．

list

qiita上の記事のタイトルやURLを表示するためのコマンドである．
コマンドは’qiita list [qiita/teams]’.

optionを’qiita’と指定すれば，Qiita上の自分の記事を最新から 100件表示し，teamsと
すれば，Qiita:Team上の全ての記事を最新から 100件表示する．

all

ディレクトリ内の全てのOrgファイルをQiitaへ投稿するためのコマンドである．
’qiita all’と実行すると全てのOrgファイルをファイル内の IDの記載通りに投稿する．

ID記載の無いファイルは限定共有記事として新規投稿される．
optionの指定も可能で，post,upload同様 public,private,teamsを選択でき，選択した場

合指定の場所にしか投稿しない．
また，’–exclude’と引数を使いファイルを指定するとそのファイルを除外してそれ以外

を全て投稿する．例えば，数あるOrgファイルの中から’hoge.org’だけは投稿したく無い
場合は，
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> qiita all --exclude hoge.org

と実行することで除外できる．アスタリスクなどを用いて複数のファイルを除外すること
も可能．

config

’qiita org’を使用するための設定ファイルを設定するためのコマンド．設定方法は上記
の’設定方法’の通りである．

> qiita config [global/local]

と実行すると，現在設定されている内容を確認できる．
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